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課題名
６７春どりダイコンの空洞症発生防止対策技術の確立

３）春どりダイコンの空洞症発生防止,のための
トンネル械蒲狭

分類
一、

(リ

試験研

究年次
６１～１年（完了）

１日阿春とりダイコンの空洞症発生に及ぼすトンネル被覆による保温
方法の影響について検討し、空洞症防止対策技術を確立する。

皿試額〃極

１供試品種耐病総太り，おはる（タキイ種苗）
２’試験区の構成

Ⅱ大型トンネル

了昌房誠L戸莞L示清iｮ芸丁雨両而一一
小型トンネル：間口１．２ｍ高さ０．５，１（以下同じ）

３試験規模１区２０株２反復
４耕種概要

（１）播種期昭和６１年１２月２日，昭和６２年１２月５日．昭和６３年１２月７日
平成１年１２月１３日

(2)栽植密度うね幅１５０cm，株間３０cm伽千鳥３条植え
（３）施肥量lOa当たりＮ＝２０kg，
（４）トンネルビニル１２月上旬～１月中

Ｐ２０５＝２０ｋｇ，Ｋ２○＝２０Ｋｇ
旬ビニル密閉

管理１月下旬～３月中旬昼温２５℃で換気，夜間保温
３月中旬ビニル除去

皿玉巽収采の概要
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1カ月間が厳寒期の１，２月に
わたる場合に空洞症が多発
､厳寒期に最低気温が1℃近
空洞症の発生は減少するも
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１大型トンネルでは高温となりやすいので、

安に換気を行う。

Ⅵ今後の研究上の問題点
気象に合わせた唱麿答翻挨確ウ
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